


-旧石器時代-捕らえる

高111石刃石総群(頭然遺跡 第I文化層)

旧石器時代には、ナウマンゾウ・ヤギュウ・オ

オツノジカなどの大型獣が多数生息し、主な狩

りの対象であった。大型獣は、l頭捕まえること

で大量の肉が手に入るほか、道具の材料とな

る骨や角、さらには毛皮も手に入り、当時の

人々にとっては大変重要な「資源」で、あった。
がたせっき

狩りの道具は、鋭い刃を持つナイフ形石器・
せんとうき さいせきじん

尖頭器・細石刃などの石器を、槍の先に着けた

ものを使用していたと考えられている。

組|石刃の槍をもっ旧石務時代の狩人

模型制作・撮影藤森英二

園 -縄文時代以降-

縄文時代に入ると、新たに弓矢が発明された。矢の先端に
せきぞく

は石鍛と呼ばれる矢じりを装着し、動きのすばやい中、小型
おとしあな

獣を捕らえていたと考えられる。また、陥穴をしかけたり、イヌ

をパートナーにした狩猟も行われるようになった。弥生時代に

も山間部などで狩猟は続いていたようである。狩猟と並び重

要な生業だった漁携には、動物の骨や牙を加工した釣針、網
どすいせきすい

漁などに使われた土錘、石錘などのおもりが使われた。

古墳時代では、保渡田VII遺跡(高崎市)から出土した埴輪

に、イノシシ狩りの場面を再現できるものがあり、狩猟が行わ

れていたことを示唆している。
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図 解体ナる・食べる -旧石器時代一

旧石器時代の遺跡からは、獣骨や肉を切ったり削ったり

するために使用された石器が出土する。刃の先端部分を磨
きょくぶませいせき ふ

いた「局部磨製石斧」 と呼ばれる石斧は、動物の解体に使用
がたせっ き せんとう き

したとも考えられている。ナイフ形石器・尖頭器についても、

槍先の他に肉を切る道具としても使用されたと考えられてい

る。このほかに動物の解体に使ったと見られる掻器や削器、

骨などの加工具とみられる彫器などが存在する。

旧石器時代の人々は土器を使っていないが、遺跡からは、
れき

熱によって焼けた握りこぶし大の石が集中して出土する 「磯
寸ん

群」とよばれるものが見つかることがある。これは、石蒸し料

理を行った痕跡で、はなし、かと考えられている。

園 解体ナる・食べる 縄文時代以降一

縄文時代、狩った動物の解体に石器は欠かせなかった。
かわじろ た あんづうほら

川白田遺跡(前橋市)や安通・洞遺跡(前橋市)では、肉を切

るための石匙や、穴を開けるための石錐が出土している。

弥生時代以降は食べるための家畜を飼育するようになっ
しん 1;( しん 1;( たなか

たが、狩りも盛んにおこなわれていた。新保遺跡・新保田中
むらまえ

村前遺跡(高崎市)では、イヌとともに多数のシカ・イノシシ
み つ でらいち

の骨が出土している。古墳時代の三ッ寺I遺跡(高崎市)で

も、解体痕を残すシカ・イノシシの骨が出土している。

古代に入ると仏教の影響により、肉食や動物の殺生が禁

止されたといわれるが、地方の庶民の間では狩猟は制限さ

れず、奈良時代まで肉食は続いたとみられる。

ナイ フ形石総(折茂E逃跡) ナイ フ形石探(折茂E遺跡)

園

解体痕のある骨(三ッ寺I巡跡)

トピックス① 神へ捧げられた動物たち | 
柳久保遺跡(前橋市)の水田跡で、は、水田の水口の近くで騎馬の人物像などが描かれた墨画土器、その周囲には5枚重

ねで置かれた土器、ブタの前脚の骨(榛骨)、ウマの上あご臼歯などが出土し、その北側では文字が記された墨書土器や漆

器椀などの特殊な遺物が出土した。
いんベのひろなり こ ごしゅうい みとしの力、みたた

平安時代前期(9世紀)に斎部広成が著した歴史書『古語拾遺』には、御歳神の崇りによってイナゴ、が大発生し、稲の苗を枯
いけにえ くるみ うしのしし おはせがた

らしてしまったため、白猪、白馬、白鶏を生費にし、胡桃の葉やジュズ玉、塩などを供え、溝の口に牛宍(肉)と男茎形を置いた

ところ、苗がまた茂って豊作となった様子が描かれている。柳久保遺跡で出土した遺物の出土状況は、『古語拾遺』に描かれ
さいし

た祭肥の様子と非常によく似ており、豊作を祈願した祭配跡と考えられる。
ふうぼう

墨画土器は、土器の内・外面に異様な風貌をした様々な人物が墨で描かれている。

笈むをもたらす長持たちが群行する様子を描いたと考えられている。また、これらの鬼神たちは馬に乗った姿で描かれて

いるが¥疫病なと、の流行の早さを騎馬の速度に重ねて表現したと考えられる。
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墨511土撚展開図(柳久保水田祉)
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特殊遺物(柳久保水田枇)



固 描く・かたどる

縄文時代前期には、主たる狩猟対象であるイノシシを土器の口縁部にかたどった
じん 』ま うえ まつ じゅうめんとって

「獣面把手」がある。神保植松遺跡(高崎市)出土の獣面把手はその代表的な資料

である。
ながねは た くら

古墳時代では、ウマをかたどった石製模造品がある。長根羽田倉遺跡(高崎市)

の祭杷遺構では、滑石という軟質で、加工しやすい石材で、ウマをかたどった製品が多

数出土している。この時代、ウマは権威の象徴として所有者の威信を示すもので、あっ
けんざきながとろにし

たため、模造品が作られ、組られたものと考えられる。また、剣崎長瀞西遺跡(高崎

市)3号古墳では、シカの絵を線刻した円筒埴輪が出土している。

園 祈る-動物遺存体

しんぽいせき した あご

新保遺跡(高崎市)の弥生時代後期の大溝からは、シカの下顎に穴をあけ

たものが出土し、生命力を用いた農耕儀礼が行われたものとみられる。豪族
みつでらいち

居館である三ツ寺I遺跡(高崎市)では、濠の中からシカ・イノシシの骨が土

器や滑石製模造品・木製品などと共に出土しており、祭紀行為に用いられた

可能性が高い。ウマやウシの骨は、水に関わる場所での発見例が多く、雨乞

いあるいは五穀豊穣を祈願する殺馬・殺牛祭把の可能性も考えられている。
けんざきながとろにし くつわ あと

剣崎長瀞西遺跡(高崎市)では、鉄製轡を装着したままの状態で、ウマの顎

骨が出土している。
じゅんそう

5世紀後半の時期のものとみられ、隣接する古墳に埋葬された人に対する殉葬

と考えられている。

園 都-(埴輪)-

獣面犯手(神保植松巡跡)

馬具出土状況(貴IJ崎長瀞凶巡跡)

くら くつわ たづな

馬形埴輪のほとんどは、きらびやかな飾りを数多く装着した「飾り d馬」をかたどっている。背には鞍が乗せられ、轡や手綱が

装着されている飾り馬は権威の象徴であり、乗ることができたのはー握りの人物だ、けだったろう 。

古墳に並べられた人物埴輪や動物埴輪によって、ある特定の場面が表現されることもある。保渡田vn遺跡(高崎市)では、

人物(狩人)の腰に現実よりも小さなイノシシが着けられた埴輪と猟犬の埴輪、さらに矢の刺さったイノシシの埴輪が揃って出

土しており、儀礼的なイノシシ狩りの様子を示すと考えられている。

馬形i直輸(白藤古墳群V-4号古墳) j馬形埴輪(安坪mi立跡12号J:m l馬形埴輪(中原E遺跡I号墳)



園 都 -(土製品・宝器削 -

-5~ーミ|
小{象付筒形器台展開写真(前二子古墳)

ロ

うしろふたと ニ

動物を模した出土品はほかにもある。後二子古
ふん

墳(前橋市)で、は、親子サノレとそれを下から追うイヌ
まえふたと

の小像がついた円筒埴輪が出土している。前二子
こふん すえ きそうし ょく

古墳(前橋市)では、横穴式石室から「須恵器装飾

筒形器台」が出土しており、縁にはカエノレを追うへ

ビ、 トリ 、カメの小像が付けられている。

古墳の副葬品の宝器(鏡・大万など)にも動物の
さんかく~ち

図柄が見られる。前橋天神山古墳出土の「三角縁
しんじゅうきょ う

神獣鏡」には、神と獣の図像が描かれている。大胡
しがみかんとうた ち

IsJ39号墳(前橋市)出土の「獅噛環万大万」には獅
あづぽよん たんぼつかんとう

子、安坪町遺跡12号墳(高崎市)出土の「単鳳環頭
たも ほうおう

大万」には鳳風のモチーフがある。これらは空想

小像付筒形器台
(前二子古墳)

土製小像付円筒埴輪

(後二子古墳)
(切 明 大曹 司 上の動物で、所有者の権威を示している。
二 [V遺跡12~tJ

園 祈る -(古代)一
さんのうはいじ

山王廃寺跡(前橋市)から出土した大量の塑像片の中には、中国的な仏教造形要素を持つイノシシの頭部とラクダの前足付け根部

分が見つかった。山王廃寺を造営した氏族の先進性と強大な政治経済力がうかがし、知れる。
うおう はち りょうきょう

平安時代では、山間地の集落遺跡で、ある水沼寺沢遺跡(高崎市)14号住居から、鳳風らしき図像が描ーかれた八稜鏡が出土してし唱。
みのわじよう

中世では、箕輪城主長野氏関連の寺
わだやまてんじんまえ

院跡とされる和田山天神前遺跡(高崎
すいびょう し ぎさんちょうご

市)出土の水瓶は、奈良県の信貴山朝護
そんしじ

孫子寺に伝わる高級品と酷似し、蓋の摘

みにつけられた獅子は、所有者の権威を

今に伝える。

[ トピックス② 占いに使われ.高J
ぼっこっ

卜骨とは、獣骨に火のついた棒の先端を押し当て、その割れ
ぼくせん

日や変色の仕方によって物事の吉凶を占う儀礼(卜占)に使用し

た獣骨のことである。弥生時代に稲作や青銅器と共に大陸から
しゃく こん

伝わったと考えられる。骨面には、円形の小さな灼痕が点々と付
てんじようしようしゃくほう

き、「点状焼灼法」とし寸方法で占っていたことがわかる。

新保田中村前遺跡(高崎市)では、弥生時代後期の河川跡

から、ニホンジカやイノシシの肩甲骨が出土している。骨面に
さっこん ぎ しわじんでん

は、擦痕や点状の焼灼痕が残っている。『貌志倭人伝』による

と、卜占によって戦闘、収穫、行事など、ムラの生活に直結する

事柄について神の意思を聞い、ムラの進む道を決定したものと

考えられる。
自きさき

なお卜占は、現代においても富岡市貫前神社などで、鹿占神

事として受け継がれている。

動物塑像(山王廃寺跡) ほうらいそうじゃ〈きょう

蓬莱双雀鋭
(和田山天神前ill跡)

卜骨(新保田中村前遺跡)



固 ともに働く-古墳時代一

古墳時代6世紀の水田跡(榛名山二ツ岳火山灰(Hr.-FA):6世紀初頭に埋没し
あと あしだがL、ど

た小区画水田跡)からウマのひづめ跡が発見されることがある。浜川芦田貝戸遺

跡(高崎市)では、前、後の区別が明瞭につく保存状態の良好な馬のひづめ跡を

検出した。

50m以上連続して歩いているウマのひづめ跡を追跡すると、その時水田として

機能していなかったとみられる場所でのみ発見されることがわかった。具体的に
あぜ たてあぜ

は、①畦が低くつぶれた部分(休耕地)、②凹凸の激しい部分(田起こし中)、③縦畦

のみが作られた部分(作りかけ)である。一方で縦畦・横畦が高くしっかりと作ら

れ完成した水田面では、歩行を示す痕跡は見つからなし、。

このことから、6世-紀当時のウマは水田を耕すためで、はなく、農作業の荷物運

搬などに使役されたと考えられるのである。

ウマを伎役するイメージ(かみつけの里博物館)

馬路奇跡(浜川芦田貝戸遺跡)

固 ともに働く-古代以降一

とうさんどうえきろ うまや

古代になると、東山道駅路の各駅家にウマが備えられ、T芽ぶ里方の情報伝達を
みつ

おこなっていたことや中央へ貢ぐウマを確保するため、古代の上野国には官営の牧が9

つ設けられていたことが知られている。

また、浅間B軽石(As-B:ll08年降灰)が降り積もった水田面からは、人間だけでな

く動物の足跡も発見されており、中屋敷E遺跡(高崎市)・日高遺跡(高崎市)などでウ

シのひづめ跡を確認している。
えんぎ しき

なお、律令を集成した法典『延喜式』には、東国から乳製品の一種である「蘇」が貢

納さ31ていたことが記載されている。古代を生きた人々にとってウシはウマと同じよう

に身近な存在で、あったようである。

園 飾る一弥生時代-

しんぽ たなかむらまえ し が かんざし たれかぎ

新保田中村前遺跡(高崎市)では、動物の歯牙や骨角を利用した、頭飾りの替、胸元を飾る垂飾り、弓
ゅはずがた そうしんf

を飾る明形製品などの「装身具」が出土している。

替はシカの角製で、特定の地位や階層を示す装身具で、あったと考えられる。
きば せんこう

垂飾りは、絶滅したとされるニホンオオカミの牙製で、犬歯に穿孔がみられる。ニホンオオカミ製の垂

飾りは、猛獣を倒した狩猟者の勇気を示すものとして大きなステータスになったと考えられる。 ー

弓を飾る道具 溜み製品はシカの角製で、組み合わせ式の複雑な構造をしてし、る。儀式や祭杷のとき 司

に、弓を装飾していたと考えられる。

牛腕跡(中屋敷日巡跡)

V字形轡(左)、双脚答(右)(新保田中村前逃跡)



園 飾る -古墳時代一

古墳時代中期後半になると、実用的な馬具から装飾性の高い飾り馬具が
〈つわ ばたく ぎょうよう

多く出土するようになる。顔を飾る轡、胸を飾る，馬鍔、尻を飾る杏葉など、実に

きらびやかな秀逸品で馬体が飾られた。このような飾りを着けた馬に乗るこ

とが出来たのは、限られた人物=王だけだったと考えられる。
しらふじ えふじがたかがみいた

白藤古墳群P-6号墳(前橋市)から出土した馬形埴輪は、顔にf字形鏡板
っきくつわ むながL、 ばれい くら あおりわあぷみ

付轡を付け、胸繋には馬鐸と馬鈴を装着し、その他鞍や障泥、輪鐙など、馬

具一式を備えてし、る。馬形埴輪によって、飾り馬具の装着位置や方法を知る

ことヵ:で、きる。

• 
う司

剣姿形杏~(前二子古墳) 菱形辻金具(中原IJi立跡l号墳)

園 飾る -古代以降-

し び

古代中国では、波を噴き出して雨を降らせる海中の魚「鴎尾」が、建
むなかざ おおむね

物を火災から守る力を持つ棟飾りとして普及した。その形状は、大棟を

水面に見立て、尾を水面上に出した姿を表しており、朝鮮半島から仏

教文化とともに日本に伝えられた。
さんのうはいじ

山王廃寺跡(前橋市)からは、2体の石製「鶏尾」があり、石材や形状

が異なることから、それぞれ異なる建物に据えられていた可能性が指

摘されている。また、瓦製の鴎尾も出土してし、る。
しゃちヵ:わら

近世には、城郭建築において、蹴瓦が防火の守り神として棟飾りに

用いられた。前橋城や高崎城で、使われたものが見つかってし、る。

園 長てる制-
さんのまる

江戸時代の高崎城三ノ丸遺跡からは、サギの描かれた大皿が出土しているほか、
みなみくるわ

前橋城遺跡・前橋城三ノ丸遺跡・前橋城南曲輪からも、ツノレ・シカ・コイ・コウモリなど
きりん しし

の動物をはじめ、空想上の動物で、ある蹴麟・獅子などが描かれた陶磁器が出土してい
ひばち とって きゅう すどびん J、た

る。また、火鉢の把手に獅子、急須・土瓶の蓋のつまみにカエノレのモチーフなども用い

られた。
どろにんき・ょう どろめんニ

この時代動物を飼育することが広く庶剥こも普及し、「泥人形」や「泥面子」などの事課
ニまいぬ

にも、狛犬・イヌ・ネコ・サノレ・ウマなどのモチーフが取り入れられた。

人々は、「愛で、る」対象として、動物たちと新たな関係を築くこととなったので、ある。

しず b

後輪

あおり

障泥

まえわ むt:.tlt¥、

前輪 胸探

!i!l尾(山王廃寺)

辻金具

ばれい

馬鈴

〈つわ

轡

白藤古墳群P-6号官墳
出土馬形埴輪

鏡板付轡(安坪IV遺跡14号tJi)

鋭瓦(高崎城三ノ;丸巡跡)

前橋城出土巡物



l トピックス③ 文字にあらわれた動物たち l I 
うるくぽかみうるくぽ かみ

漆窪上漆窪B遺跡(前橋市)からは「馬長」と刻字された土器が、上
た力、はら はかり

高原遺跡(高崎市)からも「馬」と刻字された秤のおもり石が出土してい
しょくしよう

る。いずれも平安時代の資料で、集落内で馬を管理する職掌があった

ことを示している。
しもしば ご たんだ

下芝五反田遺跡では、平安時代の水田耕作土中から〔会見」の印文

をもっ銅印が出土している。「犬甘」は、古代氏族である「犬養(飼)Jの

名を示すと考えられている。
とうずけ告人ぴ やまのうえひ たごひかないざわひ

上野三碑である山上碑、多胡碑、金井沢碑の碑文の中にも動物を表

す文字が記されている。

犬甘の印(下芝五反田遺跡) 多胡碑碑文

山上碑には「辛己歳」、多胡碑には「甲寅JI給羊」、金井沢碑には「丙寅」と、それぞれ「寅JI羊JI巳JI亀」といった文字がみえ
えと

る。古代の年号は、十干十二支による干支が使用されていたため十二支動物が記されている。また多胡碑の「羊」について
ひつじ

は、人物の名を示したとする人名説が有力であるが、十二支動物で方位「未」を示したとする方角説などもある。

高崎市
⑮ 
~司

@保渡田VII遺跡、

@新保田中村前遺跡

@神保植松遺跡、

。剣崎長瀞西遺跡

@中里見原遺跡

@浜川芦田員戸遺跡

@中原11遺跡

@和田山天神前遺跡

@水沼寺沢遺跡

@高崎情報団地遺跡

前橋市 金
@頭無遺跡

@川白田遺跡

@柳久保遺跡

。前二子古墳

@後二子古墳

@白藤古墳群

@山王廃寺跡

@前橋城

。前橋天神山古墳

@漆窪上漆窪B遺跡、

前橋会場

@ 

2016年1月7日(木)-1月12日(火)
前橋プラザ元気21 1階 にぎわいホール 9時~181時

前橋市本町二丁目12-1

@ 

@ 

Gじ

@ 

.0 80 、

〈主な展示品の出土遺跡、〉

高崎会場

2016年1月16日(土)ー 1月25日(月)
高崎シティギャラ リー2階 第6展示室 91時~18 1侍
高崎市高松IIIT35-1

お問い合わせ先 市崎市教育委民会事務局文化財保護詰l!

干370-8501高崎市高松町35-1 Tel:027-321-1292 

お問い合わせ先前橋市教育委員会事務局文化財保護需品 干371-0853前総市総社IlIf3-11-4 Tel: 027-280-6511 
会亀


